
 

 

 労働審判手続においては，当事者双方及び裁判所の都合のみならず，忙しい労働

審判員 2 名のスケジュール調整が必要なこともあり，第 1 回期日の変更は原則とし

て認められないことに十分な注意が必要です。準備不足のまま第 1 回期日が間近に

迫っているような場合や，依頼した代理人弁護士の都合がつかない場合であっても，

第 1 回期日の変更は原則として認めてもらえません。 

 第 1 回期日の変更が例外的に認められるのは，労働審判員の選任が完了していな

い時期に，第 1 回期日の変更について申立人側の同意を得た上で日程調整したよう

な場合です。労働審判員の選任は，一般に，裁判所が申立書を相手方（主に使用者

側）に発送してから 1 週間から 10 日程度で行われていると言われていますから，

第 1 回期日の変更が必要な場合は，申立書が会社に届いてから 1 週間程度のうちに

日程調整の連絡を裁判所に入れる必要があることになります。 
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Ｑ430．労働審判の第１回期日は変更してもらえますか。 


